
史
料
紹
介

本
史
料
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
京
都
の
古
書
卑
よ
り
購

入
し
、
所
蔵
す
る
古
文
書
で
あ
る
。
紙
数
は

一
通
。
折
紙
。
法
量
は

三
六

・
三
糎

×
四
八

・
九
糎
。
包
紙
を
と
も
な
い
、
上
書
に
は

「信

長
公
多
気
国
司
湛
御
書
写
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

原
本
で
は
な
く
、
影
写
本
の
類
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

こ
な
か

っ
た
内
容
を
含
む
。
よ

っ
て
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
も
の

と
考
え
、
今
回
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

〔釈
文
〕

猶
以
具
豊
帰

国

河

内

将

芳

日
限
之
事
、

可
申
候
、

為
当
陣
御
尋
示
預

（
津

ｎｌ

．
安
し

掃
部
助
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本
望
候
、
働
具
豊
帰
国
之

儀
、
□
細
得
其
意
候
、
則

津
田
掃
部
差
返
候
、
彼
口
上

□
□
候
、
次
武
田
四
郎
去
月

中
旬
至
三
州
相
働
、
長
篠

□
□
被
詰
之
条
、
今
月
十
三
日

出
馬
押
寄
候
、
昨
日
廿

一
白

早
天
数
刻
軍

一
戦
、
可

然
者
悉
討
捕
候
、
身
方
手
負
等

少
々
有
之
様
二
候
、
猶
追
可
申
入
候
、

恐
々
謹
言
、

五
月
廿
二
日
　
　
　
信
長

（黒
印
影
）

北
畠
中
将
殿

北
畠
中
納
言
入
道
殿
回
章

み
て
の
と
お
り
年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
長
篠
」
の
文
字

が
み
え
、
い
わ
ゆ
る
長
篠
合
戦
直
後
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
　

．Ｏυ

こ
か
ら
、
本
史
料
の
原
本
は
、
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
に
発
給
さ
　

・５

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
篠
合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
天
正
三
年
五
月
二
十

一
日

の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
、
「
昨
日
廿

一
自
早
天
数
刻
草

一
戦
」
と
本
史

料
に
も
み
え
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
と
な
る
。
よ

っ
て
、
本
史
料
は
、

長
篠
合
戦
の
翌
日
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。

長
篠
合
戦
は
、
織
田
信
長

・
徳
川
家
康
と
武
田
勝
頼
と
の
あ
い
だ

で
三
河
国
設
楽
原
を
お
も
な
戦
場
と
し
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
戦
い

で
あ
る
。

そ
の
き

っ
か
け
は
、
「
武
田
四
郎
去
月
中
旬
至
三
州
相
働
」
と
本

（天
正
三
年
）
五
月
二
十
二
日
　
織
田
信
長
黒
印
状
写
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史
料
に
み
え
る
よ
う
に
、
「
武
田
四
郎
」
が

「
三
州
」

へ
軍
事
的
活

動
を
活
発
化
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

「
去
月
中
旬
」
が
具
体
的
に
何
日
を
あ
ら
わ
す
の
か
ま
で
は
わ
か

ら
な
い
が
、
お
そ
く
と
も
卯
月
二
十

一
日
に
は
、
「
東
国
之
人
数
至

三
州
相
働
」
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
以
前

で
あ

つ
た
こ
と
だ
け
は
確
実
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
武
田
勢
の
動
き
に
対
応
し
て
、
信
長
が
居
城
の
あ
る

岐
阜
を
出
発
し
た
の
は
、
本
史
料
に

「今
月
十
三
日
出
馬
」
と
み
え

る
よ
う
に
五
月
十
三
日
の
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
長
岡
兵
部
太
輔
」
に
宛
て
た
五
月
十
五
日
付
信

長
黒
印
状

に
も

「十
三
日
二
出
馬
候
て
、
昨
日
十
四
至
岡
崎
着
陣
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「十

一
日
」
に
い
た

つ

て
、
「
早
天
」
よ
り

「
数
刻

一
戦
」
に

「
草
」
ん
だ
の
が
長
篠
合
戦

に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

本
史
料
で
は
、
「
可
然
者
悉
討
捕
候
」
と
み
え
る
が
、
同
時
代
史

料
で
あ
る

『兼
見
卿
記
』
同
年
五
月
二
十

一
日
条
で
は
、
「
数
千
騎

討
死
」
、
ま
た
、
『多
聞
院
日
記
』
同
年
五
月
二
十
七
日
条
で
は
、
「千

余
討
死
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

討
死
者
の
実
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
武
田
勢
に
大
き

な
損
害
を
あ
た
え
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

み
え
、
長
篠
合
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
、
「
御
茶
セ
ン
」
が

「
伊
勢
国

―――
家
」
の
家
督
を

「譲
」
ら
れ
、
「
入
国
」
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
そ
れ
に
む
け
て
の

「帰
国
」
で
あ

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
本
史
料
は
、
南
伊
勢
支
配
と
長
篠
合
戦
と
い
う

信
長
に
と

っ
て
重
要
な
局
面
を
伝
え
る
内
容
を
含
ん
だ
も
の
と
い
え

る
。
も

っ
と
も
、
本
史
料
は
原
本
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
慎
重

さ
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

た
だ
、
差
出
に
み
え
る

「馬
蹄
形
の
二
重
線
で

「
天
下
布
武
」
の

印
文
を
囲

っ
た
」
黒
印
は
、前
日
の
五
月
二
十
日
に
「長
岡
兵
部
太
輔
」

に
宛
て
て
出
さ
れ
た
信
長
黒
印
状

と
同
じ
す
が
た
と
な

っ
て
い
る
。

本
史
料
の
歴
史
的
な
価
値
を
は
か
る
う
え
で
も
貴
重
な
材
料
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

注（１
）
『兼
見
卿
記
』
（史
料
纂
集
）
天
正
三
年
五
月
二
十

一
日
条
ほ
か
。

（２
）
（天
正
三
年
）
卯
月
二
十

一
日
付
六
角
義
尭
書
状

（
『本
善
寺
文
書
』
、

『愛
知
県
史
　
資
料
編
ｎ
　
織
豊
１
』
（以
下
、
『織
豊
１
』
、
愛
知
県
、

二
〇
〇
三
年
）

一
〇
八
四
号
。

（３
）
金
子
拓

「織
田
信
長
に
と

っ
て
の
長
篠
合
戦
」
、
鴨
川
達
夫

「
長
篠
の

と
こ
ろ
で
、宛
所
に
み
え
る
「
北
畠
中
納
言
入
道
」
と

「
北
畠
中
将
」

と
は
、
伊
勢
国
司
家
の
北
畠
具
教
と
そ
の
子
具
房
を
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
編
纂
物
な
が
ら
、
『信
長
記
』
（
『信
長
公
記
』
）
巻
二

に
よ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
に
そ
の

北
畠
家
と
の
あ
い
だ
に

「信
長
公
之
二
男
お
茶
先

へ
家
を
譲
り
申
さ

る

ヽ
御
堅
約
」
が
む
す
ば
れ
た
と
い
う
。

本
史
料
に
み
え
る

「
具
豊
」
と
は
、
そ
の

「
お
茶
先
」
（
の
ち
織

田
信
雄
）
の
諄

（実
名
）
で
あ
る
。
ま
た
、
「津
田
掃
部
」
と
は
、
『信

長
記
』
巻
二
に

「御
茶
箋
公
大
河
内
城
主
と
し
て
津
田
掃
部
相
添
え

置
き
申
さ
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
具
豊
」
を
補
佐
す
る
役
目
を
に
な

っ
　
０．

た
津
田

一
安
を
意
味
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一６

本
史
料
で
は
、
尚
々
書
を
含
め
く
り
か
え
し

「
具
豊
」
の

「
帰

国
」
の
こ
と
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
『信
長
記
』
巻
七
に
よ
れ
ば
、

前
年
天
正
三
年

（
一
五
七
四
）
七
月
十
五
日
の
長
島

一
向

一
揆
に
対

す
る
攻
撃
に

「
お
茶
先
公
、
極
水

・
鳥
尾
野
尾

。
大
東

・
小

作

・

田
丸

・
坂
な
丼
是
等
を
武
者
大
将
と
し
て
被
召
列
、
大
船
に
取
乗
参

陣
也
」
と
あ
り
、
「
具
豊
」
が
伊
勢
衆
を
率

い
て
、
信
長
勢
の

一
部

と
し
て
戦
場
に
い
た
こ
と
が
う
か
が
ゎ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『多
聞
院
日
記
』
天
正
三
年
六
月
二
十
四
日
条
に
は
、

「
伊
勢
国
司
家
ヲ
御
茶
セ
ン
二
十
三
日
二
譲
り
、
則
入
国
と
申
了
」
と

戦
い
と
武
田
勝
頼
」
（金
子
拓
編

『長
篠
合
戦
の
史
料
学
―

い
く
さ

の
記
憶
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
八
年
）。

（４
）
（天
正
三
年
）
五
月
十
五
日
付
織
田
信
長
黒
印
状

（熊
本
大
学
文
学
部

附
属
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
編

『永
青
文
庫
叢
書
　
細
川
家
文
書

中
世
編
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
〇
年
）
。

（５
）
史
料
纂
集
。

（６
）
増
補
続
史
料
大
成
。

（７
）
木
下
聡

「長
篠
合
戦
に
お
け
る
戦
死
者
の
推
移
に
つ
い
て
」
（前
掲

『長

篠
合
戦
の
史
料
学
―
い
く
さ
の
記
憶
―
』
）
。

（８
）
谷
口
克
広

『織
田
信
長
家
巨
人
名
辞
典
　
第
２
版
』
（吉
川
弘
文
館
、

二
〇

一
〇
年
）。

（９
）
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
等
刊
行
会
編

『信
長
記
』
（福
武
書
店
、　
一
九

七
五
年
）
。

（Ю
）
『平
成
十
二
年
度
秋
季
特
別
展
　
信
長
文
書
の
世
界
』
（滋
賀
県
立
安

土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（Ｉ
）
（天
正
三
年
）
五
月
二
十
日
付
織
田
信
長
黒
印
状

（前
掲

『永
青
文
庫

叢
書
　
細
川
家
文
書
　
中
世
編
』
）
。

（付
記
）

本
史
料
紹
介
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
八
年
度
日
本
史
講
読
Ｉ
に
お
い
て
学

生
諸
君
と
読
解
し
た
成
果
を
含
ん
で
い
る
。
学
生
諸
君
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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